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農福連携活動からの
ユニバーサル農園への展開
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光友会について
藤沢・横浜・寒川に事業展開

• 創設：1977年5月

• 本部：神奈川県藤沢市獺郷

• 職員数：452名(非常勤含む ,2025年9月1日現在）

• 事業部：6事業部（18拠点）

• 利用者延べ人員：約1,500名

※就労福祉部/収益事業部の連携による
農福連携を推進している。他の事業部
も本取組を活用し、利用者（身体・知
的・精神）サービスの充実につなげて
いる。

全体法令遵守会議 光友会事業サポートサービスセンター

藤沢南地域福祉部

障害児相談支援
計画相談支援

地域の縁側事業

藤沢サンライズ
たかくら、こうゆう、おそごう、くずはら、お
おば

障がい福祉センターひかり

在宅福祉部

在宅支援センター
湘南希望の郷ケアセンター
発達支援センターリエール
希望の郷ヘルパーステーション

太陽の家運営管理室・体育館

しいの実学園

２０２４年度　光友会組織図　　　

評議員会
選任解任
委員会

神奈川ワークショップ

寒川事業所

法人本部
光友会事業サポートサービスセンター理事会 監事

理事長
（総合施設長）

就労福祉部

かわうそ工房
（ひかり治療院）

業務執行理事会議

ライフ湘南
第三者委員

各種会議・委員会 収益事業部
ハートフルプロダクツ

部長会議

部門統括
会議

農福推進室

就労営業部

相談支援・地域医療部
総合相談支援センター

おそごうこころのクリニック

各地域衛生委員会
藤沢北地域福祉部

各虐待防止委員会
湘南希望の郷

綱紀委員会
短期入所
あんしんネット

湘南あっとほーむ・ひだまり
短期入所

藤沢障がい者生活支援センターかわうそ

湘南台地域包括支援センター
（チャレンジⅡ）

ひかり一時預かり
ひかり治療院
チャレンジⅡ

藤の実学園
藤の実活性化対策室

放課後等デイサービス太陽の家

保育所等訪問支援
居宅訪問型児童発達支援

キャロット（児童発達支援）

事務管理

ほっとスペース・どんぐり

磯子地域福祉部

いそご地域活動ホームいぶき
生活介護・地活デイ
生活支援（ショートステイ・一時ケア）

いぶき相談部門
磯子区基幹相談支援センター
磯子後見的支援室（コネクトハート）

自立生活アシスタント
計画相談支援

いぶきの家



農福連携の経歴書
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作成：社会福祉法人　光友会　

就労福祉部　部門統括　一杉好一

2025年7月18日

2４年度「農福連関図」

農福連関図(２５年度版）

光友会
（農福推進室）

農業を通した地域貢献

ワイナリーによる地域活性化

（情報発信：HP/LFA/のうふく通信）

地元

大規模農園

【工賃向上】

施設外就労：農園作業

軽作業：パッケージ・ラベル貼り

農業放棄地

第２かわうそ農園（葡萄圃場：賃貸借）

【生産】米・野菜・ブドウ（ワイン）・芋等

かわうそ農園（自前）

【生産】野菜・ブドウ（ワイン）・芋等

販売

農協・農業委員・水利組合

JAさがみに加入

正会員2名・準会員4名

慶應大学
大学院政策・メディア研究科

地域活性化活動

農業従事者不足への協力（寒川事業所）

藤沢市場

（ライフ湘南：除草・畑整備作業）

㈱ショーナン

（葡萄の苗木販売元）

農を通じた連携

・地域の小学校等への体験学習の場提供

・御所見病院リハビリ畑としての活用

企業による社会貢献活動との連携

藤沢市農業委員会

藤沢市農業水産課

農地運営への助言

神奈川県

福祉子ども未来局

農政局

行政との連携

SDGｓ

目標２：飢餓を終わらせ，保障及び栄養改善を実

現し、持続可能な農業を促進する

・農林水産省

関東農政局農村振興部農村計画課

（神奈川県拠点）

・厚生労働省

関東信越厚生局健康福祉部健康福祉課

地域活性化のための農福連携

懇話会の結成（予定）

NPO法人ふるさとイベント協議

会など（葡萄事業）

農福連携への助言・就農支援協議会

農作業ボランテイア

小田原地域葡萄圃場との情報共有

県内醸造所（関東農政局）との連携

（第１ステップは委託醸造）

24年度新規事業

都市型ユニバーサル農園

（神奈川県委託事業）１０月１日開園

地域の困窮者、引籠り

更生保護などへの活用

①地域住民等が自由に訪れることができる「居場所」としての役割

②障害者、高齢者生活困窮者、更生支援対象者など、社会参加に不安がある人が参加できる場としての

役割

③色々な支援機関との連携「自治会・町内会、民生・児童委員、保護司、地域の縁側、法人内各事業所

によるネットワーク、障害者相談支援事業所、地域包括支援センター、更生保護関係機関、生活困窮者

自立相談支援機関、コミュニテイーソーシャルワーカー」

かながわ

お土産品プロジェクト

山梨大学

大学の社会貢献活動との連携

生産物の販売協力 東海大学健康学部

健康マネジメント学科による

アセスメント１０月８日

学生による障がい者との交流推進

NPO法人もやいとの連携

株式会社ココルポートとの連携

横浜ワイナリーとの連携

（ワイン委託醸造及び職員醸造研修）

富山県社会福祉協議会

（講師派遣）24年１２月

地元神社との連携

（北部地域活性化会議）

下大槻団地活性化の取組み（出張販売）

茅ヶ崎道の駅への出店
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農作業の取り組みの概要

耕作面積 :自家農園：２，９７０㎡（３反 ：2011年取得）

  借入農地：５，９４０㎡（６反：2022年7月~）

主要農機具：大型トラクター１台、耕運機１台、管理

機１台・草刈機１台

生産物：季節の野菜、米、ブドウ（ワイン用）、ゆず、小麦

主な販売先： 無人販売、他事業所、バザー、自家給食等

栽培方法：無農薬

（強み）農業技術者：農家出身職員２名、ワイン用ブ
ドウ技術者１名、元農業アカデミー教諭１名など
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就労福祉部の農業従事者

直接 間接 職員

※表の利用者直接は、農業従事者。間接は、容器へのラベル貼り

を行う、軽作業従事者。

16名 9名合計

利用者

10名

10名

5名

25名

事業所

神奈川ワークショップ

ライフ湘南

寒川事業所

6名
3名

（兼務）

5名
3名

（兼務）

5名
3名

（兼務）

（就労３事業所の取組）
①神奈川ワークショップ
は自家農園作業・耕作放
棄地での田畑作業、大規
模農家からの受託作業。
ユニバーサル農園事業開
始。（神奈川県県委託事業）

②ライフ湘南は受託業務
による農作業、大規模農
家にからの受託作業
③寒川事業所は施設外就
労による大規模農園での
農作業
以上の内容でノウフク連
携を行っている。



発達障害を持つ利用者の田植えへの参加
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【発達障害とは】
•自閉症
•注意欠如多動性障害（ADHD）
•学習障害
•その他これに類する脳機能の障害

【自閉症の特徴的な症状】
•質問された言葉をそのまま返す（オウム返し）
•こだわりが強く、いつも同じことをすることを好
む
•興味関心が限定されている
•光や音に対する過敏さ・・・対応：イヤーマフ着
用等
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ワイン用葡萄の収穫イベント（２０２５年８月２３日）





地域のニーズ

※令和５年度藤沢市社会福祉協議会事業報告書から引用
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２０２４年度下期スタートへの対応
１．神奈川県が主催する「都市型ユニバーサル農園推進事業（モデル構築事業）」にエントリー
の呼びかけを県から受けた。（以前から、農福推進の取組みを県の担当部署と情報共有していた
ことがきっかけとなった）
２．決定通知（神奈川県で初めて）を受け、年間実施事業計画等を整備、職員配置、器具等の確
認を行い、不足の物（人材、器具等）を開園前に準備した。
３．開園前に湘南エリアの自治体に対して広報活動を実施。地元ＣＳＷや民生委員・児童委員の
会議体で取り組みを紹介。また、藤沢市障がい者支援課、共生社会推進室、市社協へも広報活動
を実施した。
４．法人が管理する田畑に対して、神奈川県が募集（当初、定員５名とした）をかけ、応募した
方が来園。同時に法人ホームページに掲載し、募集を募る。
５.１０月からの利用者は、最大４名（親子参加の方もあった）となった。週２回の受け入れを実
施した。
６．東海大学と連携し、アセスメント（ＷＨＯが開発）を実施した。
７．２０２５年度も継続して、県から業務委託（補助金事業）を受けている。

都市型ユニバーサル農園事業の当初の流れ





調査票は主観的幸福感, 生活の質を測定するツールとして, グローバルに
広く活用されているWHOが開発したものです。以下の4領域などの観点か
ら, 受検者のQOLを測定します。

・身体的領域
 日常生活動作／医薬品と医療への依存／活力と疲労／移動能力／痛みと不快／睡眠と休養／仕事の能力

・心理的領域
  ボディ・イメージ／否定的感情／肯定的感情／自己評価／精神性・宗教・信念／思考・学習・記憶・集中力

・社会的関係
人間関係／社会的支え／性的活動

・環境領域
 金銭関係／自由・安全と治安／健康と社会的ケア：利用のしやすさと質／居住環境／新しい情報・技術の獲得

の機会／余暇活動への参加と機会／生活圏の環境／交通手段

東海大学健康学部によるアセスメント



資料出所：東海大学健康学部健康マネジメント学科（神奈川県委託事業）

都市型ユニバーサル農園推進事業（価値検証事業）実施報告書より



ユニバーサル農園推進事業（価値検証事業）総括から

都市型ユニバーサル農園事業の価値を検証する目的で本研究を行った。研究期間が 短かかったため、
対象者が19名と少なく十分な検証は行えていないのが現状である。 睡眠状態およびPOMS2による心理
状態の評価では大きな変化は認められなかった。WHO QOL-26の評価では、福祉事業所利用者は一般
参加者と比較しQOLが低い傾向にある。一 般参加者では、前と2ヶ月後で差は認められなかったが、利
用者では、2ヶ月後のQOL平 均値が前と比較して有意に高い値であり、農園活動を行う事でQOL向上
につながってい る事が示唆された（図７）特に、身体領域（図８）・心理領域（図９）においては、 
向上する傾向にあった。 一方、ソーシャル・キャピタルの調査結果をみると、本調査の対象者は、認
知型と 構造型のいずれもつながりが弱く、地域社会へのむすびつきが限定的であることを認 められた。
構造型ソーシャル・キャピタルは、役割や規則等によって提供される社会 的組織であり、認知型ソー
シャル・キャピタルとは相互補完的な関係にある。本研究 において構造型ソーシャル・キャピタルの
要素が増えることで、認知型ソーシャル・ キャピタルが強化される可能性があると考えられる。この
点は、ユニバーサル農園事 業において、重要な視点を提供すると考えられる。 今後、研究対象者を増
やす事により精緻なデータが得られる可能性がある。また研 究参加者ではなくとも、本農園活動に
様々な属性の参加者を増やす事により、利用者 への刺激、新たな交流等、心理面・社会面での向上に
つながると考えられる。また他 属性の参加者により、障がい者理解、他者への理解や多様な価値観を
深めることがで きる場となる事が考えられる。 今後、対象者数を増やし、学会発表・論文投稿を行う
予定である。



ジャガイモ堀り体験イベント（２０２５年６月２８日）



ジャガイモ収穫体験イベントアンケート（神奈川県集計）



田植え風景（２０２５年６月１７日）



ユニバーサル農園利用者による農作業

藤沢市農業水産課職員も参加した
ブドウの収穫作業

ユニバーサル農園利用者
による農作業



ご清聴ありがとうございました
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ノウフク連携推進！！
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